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毎日新聞

1. はじめに

• 日本最古の新聞社
1872年3月29日に東京日日新聞として誕生。

• 幕末以来の記事や写真をアーカイブ
• 創刊号を含む紙面が欠落なく全号保管
• 180万枚の紙焼き写真
• 2700万コマに上るネガフィルム・ガラス乾板
• 100年近く続けてきた新聞・雑誌の切り抜きが約2500万枚

• 池田写真文庫、スチール・コレクション、新屋文庫などの寄贈・寄託
された写真の管理・公開を行っている。



システム刷新スコープ

デジタルサイト

ＣＴＳ組版システム

記事/写真

素材

素材

紙面（PDF）

記者・デスク 素材
外部ニュースサイト

外部通信社
記事/写真

外販システム群
素材

1. はじめに

記事/写真戻し素材

システム刷新スコープ

現行ＣＭＳ

現行アーカイブシステム

業務改革
システム刷新

この２つを並行で実践



プロジェクトの進め方
経営・業務・ITの三位一体の改革を推進

未来価値を高めるための全体最適を志向

UX・UI（業務効率、機能性）の追求

経営・業務・ITの三位一体の改革を推進

1. はじめに

毎日新聞社、フューチャーアーキテクト、サイフォンの3社で実施

経営戦略

業務改革 システム
改革



紙面向け編集

12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 24:00 26:00

記事執筆

紙面向け編集
記事執筆

記事執筆

デザイン・図表作成

依頼票

FAX, 電話

記事執筆

システム未管理。
対象記事は新聞紙面ができ
ないと確認できない。

メモ, 声掛け

紙面向け編集
記事執筆

記事執筆
編集会議編集会議

訂正漏れや更新漏れの
発生が問題に。

作業が集中する
時間帯

2. 課題
2.1. 新聞制作業務における課題

最終降版最終降版

記事の修正は組版システム
で行われる。
出稿記事は未修正のままに
なってしまう。

校閲・記事修正時間が圧
迫。クオリティの問題に。
また、業務のコアタイムが降
版時間に縛られることになる。



6:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 24:00 26:0010:00 12:00

夕刊向け記事執筆
写真選定
図表作成

朝刊記事執筆
写真選定・図表作成

朝刊向け紙面編集夕刊向け
紙面編集

読者

新聞制作

出勤
登校

8:00

昼
休み

退勤
下校 インターネット

デジタル
配信

デジタル向け編集・配信

記事の執筆は紙面向け想定。
→メインの記事とサイド記事
は面が割れるため、別記事とし
て作成される。

降版後
記事配信

記事は降版時間に合わせて
執筆される。
→適切な時間帯にデジタル
配信ができない。

速報以外の多くの記事は紙
面の降版後に配信される。

2. 課題
2.2. デジタル化と時代の変化への対応



ケース１

アーカイブ
システム

別システム

人が手動でアーカイブコンテンツを別システムに連携する
ことがしばしば。

ケース２

記者

記者

二次利用（コンテンツ販売
等）が可能な場合に、コンテ
ンツの書誌情報にその旨を登
録。

コンテンツをアーカイブ

著作権、コンテンツの利用範
囲を確認してアーカイブコンテ
ンツを公開。

ケース３

事件発生 速報記事
追加記事１

追加記事２

サイド記事 特集記事

記事の見出し間で一致する単語、文が付かないケースが多々あり、同一事案等をまとめることが難しい

2. 課題
2.3. アーカイブに関連した問題点

忙しいと入力されないため、二次利用の機会を喪失している



紙面向け編集

記事執筆

紙面向け編集
記事執筆

記事執筆

デザイン・図表作成

依頼表

FAX, 電話

記事執筆

メモ, 声掛け

紙面向け編集
記事執筆

記事執筆
編集会議編集会議

12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 24:00 26:00

3. 解決方針
3.1. 新聞制作中心からコンテンツ中心への業務フロー転換

完成完成

完成完成

完成完成

完成完成

完成完成

最終降版最終降版

完成完成



12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 24:00 26:00

記事執筆 完成

記事執筆 完成

記事執筆 完成

記事執筆 完成

記事執筆 完成

紙面向け編集

デジタル向け編集・配信

記事単位に校閲を完了させ、コ
ンテンツ単体で完成とする。
→取材や事案発生を起点にし
て記事執筆が完了。

デジタル向けには、完成したコ
ンテンツを「いつ配信するかを
考えながら、」編集し、配信を
行っていくことが可能になる。

3. 解決方針
3.1. 新聞制作中心からコンテンツ中心への業務フロー転換

編集会議編集会議
最終降版最終降版



12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 24:00 26:00

紙面向け編集

デジタル向け編集・配信

記事執筆 完成

記事執筆 完成

編集会議

記事執筆 完成

Web掲載Web掲載

3. 解決方針
3.2. 出稿予定を起点とした業務フローの導入

出稿予定
共有

出稿予定共有

出稿予定
共有

出稿予定
共有記事の出稿予定（執筆予定）を

記事作成前に必ず作成するよう
ルール化。
→予定を全員で共有するため、編
集予定の見通しが良くなる。

最終降版最終降版

NOW NOW

記事執筆 完成



記者

記者

コンテンツの著作権を必ず入力する。
記事・写真の種別と著作権から利用範囲
を自動設定する。

コンテンツを
アーカイブ

利用範囲の正しさをチェック。権
利関係から利用可能な範囲を判
断・設定し、アーカイブコンテンツを
公開。

3. 解決方針
3.3. アーカイブの利用性向上

アーカイブ
システム

別システム

別システム
APIでアーカイブコンテンツにア
クセス可能とし、利用性を向
上。

記者

消費者

取引先



作成開始

執筆完了

校了（完成）

修正（完成）

オリジナル記事

派生

紙面用記事

派生

デジタル用記事

紙面向け編集完了

編集

修正取り込み

配信

コンテンツの履歴はす
べて保持。

オリジナルコンテンツが完成した
ら、以降は自由に利用可能
（派生可能）。

オリジナルコンテンツの修正は
派生したコンテンツへ自動通
知。

4. コンテンツ管理の枠組み
4.1. コンテンツの管理体系
4.2. コンテンツ間のバージョン管理



オリジナル記事

紙面用記事

デジタル用記事

アーカイブ処
理

オリジナル写真 アーカイブ処
理

ID
テーマ
名前
既存項目
削除項目
追加項目

︙項目が変動するデータストアに
対して、汎用処理のみでデータ
ストアへアクセスするよう設計。

事件発生 速報記事
追加記事１

追加記事２

サイド記事 特集記事

テーマ１ テーマ２

4. コンテンツ管理の枠組み
4.3. アーカイブへの登録

同一事案や同一主題のコンテ
ンツをクラスタリングする「テーマ」
を考案。事案の変化によって
テーマは付け替えることも可能。



新聞
購読者Web

読者

販売

広告

技術

反応・反響
興味・関心

記事
外販

コンテンツ

記者・デスク

新手段
（将来） デジタル 紙面

スピーディなニュース配信 販売店

アーカイブ
コンテンツ

音声認識画像認識 自然言語処理

5. おわりに


